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923形 (τ唱編成)
新幹線電気軌道総合試験車l 

Aセット: 1 号車， 2号車， 3号車


共通組み立て説明書 | 園 ωーシの完成〉


ム注意 *出来上がった台車の4箇所のツメを床板に通します。 

お買い上げのお客様へ必ずお読みください。
・本商品の対象年齢lま 15才以上です。対象年齢未満のお子機には絶対に与え芯いでください。
・小さ芯部品があります。口の中には絶対に入れZ互いでくだ古い。窒患などの危険があります。
・誤飲の危険がありますので、 3才未満のお子概には絶対に与えないでください。
・ベースメーカーをさ使用の方は、マグネット力ブラー(遭結器の部品)を身体に近づけ砿い


ょうご注意くだ古い。


・マグネットカブラー(連結器の部品)は磁石を使用していますので、テレビ・時計・パソコン


などに近づけないでください。硲気で働能異常が起とる場合があります。


〈組み立てる時の注意〉
・取り付け部を無理な方向に曲げたり引っ彊ったりし拡いでくだ古い。
.部品はプラスチック周二叫 Cー砿どできれいに切m取Dましょう。切り取った後のヲズは捨ててください。
.部品の申には、やむをえ昔、とがった部分がありますので、気をつけて組み立ててください。
・シールl草、必要砿部分を切り銀いて貼ってください。
・部品の加工の際の刃物、工具砿どのご使用にあたっては、それぞれの取扱い説明書をよく
読んで正しく使用してくだ古い。 

eNゲージ鉄道模型のパーツ芯どのご使用にあたっては、それぞれの取顕い説明書をよ く
読んで正しく使用してください。

《お買い上げのお客様へ》 不都合な点がございましたら、 下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客犠相談セン告ー 

(県日本) 伯市豊四季241 -22 ( 277-8511 'B 04-7146-0371 

(酉日本) 大阪制じ区量崎4-12-3 <'> 531 即2 'B 06-6375-5050 

.電話受付時間 月 ~童晦日 (視日を除 (> 10時 -16時

《商品・修理品送付先》 パンダイ 栃木修理配送セン骨一
1こ闘 l~ 

栃木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち 5 -4 - 67 .. 321-0298 窓口282-85-0255

本床板前後の穴9と、 左右 2箇所
の爪 ψ で、 車体と盟定します。

*床板 (シャーシ )部分を外して、動力ユニットに交換 ・装着してください。
本スノープロウ lま着脱可能です。(力プラーポケットの溝 l 二 、 爪をしっかりと掛けてください。 ) 

*EF200, EF210, 0053などでは、車体豪州長いためカブラーの首撮りが充分にできません。
.連運転や、極小カーブ， Sカーブ上では、 連績が不安定な渇舎が喝りますのでご注意ください。

$左右4笛所の爪ψで、車体
と固定します。

*ゆるい場合には、両面子ープ
なと可固定してください。

事 床板 (シャーシ)部分を外して、 動力ユニットに交換・装着してください。 

* 台車側面に、 台車レリーフを取り付けてください。 
(追加ウェイトは、走行拭現に応じて僅用してください。 車内の空きスペースに、両面テープなとT固定します。)

⑧トレーラー{動力の無い車問}への台車の取り付け 
ersトレインショーティー専用・走行台車白」を使用します。
ホ台車部分を外して (床板は付けたまま) 、 走行台車をセンヲ ピン穴に装着してください。 
* 台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
*旧宮イプ床板では、 台車の回転止めピンがあります。 また、初代床板ではカブラー台座
と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

$台車に思り付けた『台車レリーフ』が走行中に落下しないように、 取り付けがゆるい繍合
には鎗着剤などを使用して固定してください@

事スカートのある先頃車に、働力ユニットや走行台耳障を取り付ける場合は、 スカートを取り
外すか、または台車のカブラー歯車分を切り取ってから義婚してください。

調惨事時瞬織など車体績にカバーのある車両でI宜、台車レリーフを取り付けで曹ません。

車各種の交偉バ-':11主、 メーカー， ø式によって取り付けが固い(・い}場合もありますので、 それ
ぞれ鋼霊のうえ取湖付. ctてください。 またパ一切こよっては加工が必要なものもあります。

申勘カユニットの聾着にl宜、 車種によっては車体側のー錫〈ガラス，スカートなど}や、・カユニット
の床板などを切り取る等の加工が必要な犠合があります。 

201G-9R 

eNゲージ用の線路、コントローラーなどは、.!JIJ途ご用意ください。 
* 線路、 コントローラ は、各社の Nゲージ規格の製品が共通に使用できます。
本 Nゲ ジにおける使用方法は、 各社 ・ Nゲージの取り扱い説明書をご覧ください。

・走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。
本 動力ユニット 1 台で、 通常は4両程度を牽引 ( 自草吉む )することができます。 

(勾配区間や急カーブのある線形では、牽引できる両数が制限されます。)

・ KATO製の動力ユニットを使用することもできます。 
①機関車用・動力ユニット (スカ ト l主取り外してください。)

|品番11-103 1 ポケ ッ トライン用動力ユ二 ツ ト | 

ホ EF 6 4 o. DF50. DD5 3など、 車体裾の低い車両には装着できません。

本 1 1-1 03は、自由入時にはカブラーポケット由肉備にストヴパー〈プラ小片〉が入っていますので、

必ずストッパーを取り外してから装婚してください。 

②電車・気動車用・動力ユニット (台車レリーフは取り付けできません。) 

l 品番11.105 1 通勤電車① コイルパネ台車型イプ I 

晶書 11.106 1 急行電車①: 空気パネ台車骨イプ

品番 11 ・ 107 I 通勤電車② ポ J~ス事レス台車合イプ

|品番11-104 1 チピ客車用動力ユニット 

1 ・ KATO製『チピ客車用動力ユニット」を使用する場合 l主、
手すりを切り取ってからシャーシと交換・装着します。
{車両によラては、 車置のー圃壷切り _i加工が必4な場合があります. >

-パンタグラフの交換

通勤電車① コイルパネ台車タイプ n円九々Jザ

騨輸両副
急行電車 ①空l!パネ古車タイプ DT3 2タイプ

⑮題種参 1 6 5系 
485系主ど

通劃電車②ポルスタレス古車タイプ OT削勾イザ

願期 E2 3 1 1f，. tj. ë 

* お好みの Nゲージ用パンヲグラフを別途お買い求めのよ、 交換してください。 

KATO : l ト 401 PS14 直車パνタヲラ 7 Ijリーンマッ 'J"). ・ 80-2 ・ PS13・薗竃パン世ゲラ7 

KATO ・ 11-403 PS22白軍・下梓宜聾車バンタゲラフ ヴ 1)ーンマツヲ")':80-3 : PT42 :直車パンタヴラ7 

KATO:11-404, 11-420 PSI6 : 直茸パン'J1jラ 7 Ij l)ーンマッヲス : 80-5:PT43 直車パンタヂラ7

陣 11-42ω主 、 ..穴が4・の E楓に対応します. H 守口2ポイント・ PT71C:シン Ij M'-b.・バン膏 Ijラフ

このほ由\取り付けピン岬2本方式の、各社・パンヲゲラフを取り付けることができます。



(車体の組立て〉 

|
)

・ 

2

ニ
・
脅
』

・
=
=
・
向

・
=
一

一

特

;

1

 1

:
 1
 

・
4
司
・
車
t
u

明
ワ
‘
号
泣

l
1
!

*取り付け部が固い場合があります。その場合にはドライバーの

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

①左右の側面に、それぞれガラスを取り付けます。

②組立てた側面を、ブロックに取り付けます。

③妻板を取り付けます。 
φ 

*付属のステッカーは、上級者向けです。

台紙からお好きなものを選んで、必要部分を切り抜いて貼ってください。 
(刃物のお取り扱いには、充分にご注意ください。)

おまけパーツとして、 5号車用パーツが付属します。 
Aセットには、屋根パーツが付属します。
不足する部分は他の車両から流用してください。

〈実吋成伊IJ )日劇団 

4平正3む亡3E3骨平易 
1号車 2骨車 3号車 4号車 5号車 6号車 7号車 

923-1 923-2 923-3 923-4 923-5 923-6 923-7 

2010-9 



ーtiitll骨量1:fJW主宰量割l盛魁 

928i形作4編劇
新幹線電気軌道総合試験車 

Bセット :4号車， 6号車， 7号車 

| 共通組み立て説明書

ども注意
お買い上げのお客様へ必ずあ読みください。

-本商品の対象年齢は15才以上です。対象年齢宋満のお子様には絶対に与えないでください0
・小さな部品があります。口の中には絶対に入れないでください。窒息などの危隙があります。
・鋲飲の危険がありますので、3才未満のお子様に[;j:絶対に与えないでください。
・ベ	 スメーカーをご使用の方i草、マダネットカブラ (連結器の部晶)を身俸に近づけない
ょうご注意ください。

・マグネット力プラー(連結器の部晶)は磁石署使用していますので、テレビ・時計パソコン
などに近づけないでください。磁気で機能異常が起とる場合があります。

く組み立てる時の注意〉
・取り付け部を無理芯方向に曲げたD引っ張ったりし砿いでください。
・部品はプラスチック周=ッパーなどできれいに切D取りましょう。切り取った後のヲズは捨ててください。
・部品の中には、やむをえ昔、とがった部のがありますので、気をつけて組み立ててください。
・シールは、必要な部分を切り抜いて貼ってください。
・部品の加工の際の刃物.工具芯どのご使用にあたっては、それぞれの取級い説明書をよく
読んで正しく使用してください。 

eNゲージ鉄道模型のパ ツなどのご使用にあたっては、それぞれの取扱い説明曹をよく
読んで正しく使用してください。

《お買い上げのお客様へ》不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客様相談セン哲一

(東日本)伯市豊田山 -22 ;;;277羽11 'B' 04-7146-0371 
(西日本)大阪市北区鵬4-12-3 ;;;531 附2 宮 06-6375-5050 
.電話受付時間月~童曜日 (祝日を除く) 10崎-16時

くく商品・修理品送付先》 パンダイ 栃木修理・配送センヲー

栃木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67 ;;; 321-0298 "0282-85-0255 

E~l/IJ-7 (J) JÎil~ I::;t，置・・・・・・・・ 
且面軍駐(明 且語毒甑 T器官邸易

顧華麗左翼 (6 ， 7号車〕 層重譲事 関銃幡宮

l町μ

「	 ゲザ仰ん均的而而瓦つ語蕊示扇吾1 
*Bトレインショーティーは、動力ユニット(別売)を装着することで、 Nゲージの線路上を走行させることができます。

1 ・Nゲージ用の線路、コントローラーなどは、別途ご用意ください。 
I 本線路、コントロ ラ は、各社のNゲジ規格の製品が共通に使用できます。
1 • Nゲージにおける使用方法は、各社 Nゲージの取り扱い説明書をご覧くださいe

I!:開1223諮問島問できます
勾配区聞や急カーブのある線形では、牽引できる両数が制限されます。)

.KATO製の動力ユニットを使用することもできます。 
①機関車用・動力ユニット(スカートは取り外してください。 )

|品番11 ・1閃|ポケットライン用動力ユこツト | 

*EF64o, OF50 , 0053など、車体裾の低い車両には装着できません。 

*11-1031主‘.入時にはカブラーポケットの内側にストッパー(プラ小片〉が入っていますので、
必ずストッパーを取り外してから接着してください。

本 KATO製『チピ客車用動力ユニットJを使用する場合l立、
手すりを切り取ってからシャーシと交後・装着します。
(車両によっては、車桓の・・蝿を切りIU掴工が畠聾な唱骨が晶ります.)

③トレーラー用・台車 (台車レリーフは取り付けできません。) 

r
官，

①機関車への動力ユエツトの取り付け
.rBトレインショーティー専用・動力ユニット日・機関車用」を使用します。
 

「干ヲ一工二二二生三丁τヲー Jl,


L品冨事斗ltm澗I 
一一 一

*床板(シャーシ)部分在外して、動力ユニットに交換・装着してください。
ホスノープロウは着脱可能です。(力プラーポケットの溝に、爪をしっかりと掛けてください。) 

*EF2∞， EF210, 0053などでは、車体長が長いためカブラーの曹撮りが充分にできません。
量逮運転や、極小カーブ， 5ぬーブ上では、連績が不安定な場合がありますのでご注意ください。

⑧電車・気動車への動力ユニットの取り付け 
.rBトレインショーティー専用・動力ユヱツト白血電車・気動車用」を使用します。 

E~コ巴;三コ 目 
r'"恥ー←十一4円 同 |事左右4箇所の爪ψで、車体 
ι同i目 円市『日日平1 と固定します。11 

壬百 一一ー一一一一二三二土二=二'i"'" 1* ゆるい場合には、両面子ブ
ロ咽礎調日!悶 産調lli(ç翼民E ! などで固定してください。
*床板 (シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換装着してください。
本台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。 
(追加ウェイトは、 走行状況に応じて慣用してください。 車内の空きスペースに、両面子ーブなどで固定します。 )

⑧トレーラー(動力の無い車両}への台車の取り付け 
.rBトレインショーティー専用・走行台車凪」を使用します。
*台車部分を外して (床板は付けたまま)、走行台車をセンヲ ピン穴!こ装着してください。

*台車側面に‘台車レリーフを取り付けてください。
*旧告イブ床板では、台車の回転止めピンがあります。 また、初代床板ではカブラ一台座 車
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Jと車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。
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本各種の交自民パーツ1宜、メーカー，形式によって取り付けが薗い(鰻い}繍告もありますので、それ KATO ・ 1 ト403 PS22 直車・下枠吏畳車11，/'J1jラ7 Ijリーンマツは・80-3 ・ PT42・直置パン'J1jラ7 
ぞれ銅盤のうえ取り付けてください。またパーツによっては加工が必要なものもあります。 KATO:1 ト404. 11-420 PS16:直車パン'J1jラ7 Ijリーンマツイ7;7. :BO-5:PT43:直車パン宮Ijラ7

*勘カユニットの袋着にl主、.舗によっては車体備のー餌(ガラス，スカートなど)や‘動力ユエット 陣 11-4201~、置損穴が4・の車種に対応しま空9 i ヲロ1ポイント PT7 1C シンヴルアーム・パン世ヴラフ
の床復などを切り取る等の加工が必要な椙合があります。 

このほか、取り付けピンが縦2本方式の、各社・パンヲグラフを取り付けることができます。 

2010-9R 
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J*台車に取り付けた『台車レリーフ』が走行中に落下しないように、取り付けがゆるい場合 』のほか‘ 割りピン取り付け方式の、各社・台車を取り付ける
判
例
芹勤
時 

プ電
[
、

齢
制

イ1 Z
「
いhゆ

h
w
h
v

には織着剤などを使用して固定してください。	 ことができます。
げF
』a

'本スカートのある先頭車に、動力ユニットや走行台車を取り付ける場合1主、スカートを取り
J外すか、または台阜のカブラー悌分を切り取ってから議婚してください。 -パンタグラフの交換

*新幹線など車体舗にカバーのある車両では、台車レリーフを取り付けで曹ません。 *お好みのNゲージ用パン告グラフを別途お買い求めの上、交換してください。 

KATO:1HOl PS14ω直溝パン'J1jラ7 Ij')ーンマツ?;7. :80-2:PS13:直車パン宮Ijラ7 
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*取り付け部が固い場合があります。 その場合にはドライバーの
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先などを利用して、しっかりと取り付けてください。 
、

①左右の側面に、それぞれガラスを取り付けます。

②組立てた側面を、ブロックに取り付けます。

③妻板を取り付けます。
(先頭車は後方 1 枚、中間車 lま前後Z枚取り付けます。 )

④屋栂を取り付けます。
(パン型付きの車両はパンヲグラフを取り付けます。)

⑤先頭車|立、正面・スカ ト・ノーズ部分を取り付けます。 

⑥シャーシのツメに合わせて車体をかぶせて完成です。 

(妻板の組合引云コいて〉 

E z
配管あり

パンヲ車 (2 ， 6号車) ・博多寄り。 

|中間車|

|申圃車!



• • • • 
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

車体寄骨 (側・・下 )

置楓上・骨草書骨

!t.駆香毎 {側・・割前} 絹属番号 
{宙 E・1> 
{グ←袋..・7 
{白川F ・.10 ) 


